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	Ⅰ
	提案要請概要


1. 事業概要
· 事業名 :	日韓コンテンツ共創ウィーク 2026 運営 業務委託
· 事業目的 :	日韓コンテンツ企業間の持続可能な共同制作協力プラットフォームを構築し、投資・製作・流通等の
実質的なビジネス機会の拡大を通じた両国のコンテンツ事業の相互発展を図る。
· 委託期間 :	契約締結日から 2026.10.30. まで
· 推定金額 :	金18,091,119円(税別)
· 事業予算 :	金19,900,000円(税込)

2. 事業内容
ア．イベント概要
1） イベント名： 日韓コンテンツ共創ウィーク 2026　(2026 한・일 콘텐츠 공동제작 위크)
2） 開催期間： 2026年9月1日（火）～9月4日（金） 
3）　開催場所： CKL TOKYO（東京都港区虎ノ門）
4） プログラム構成：

イ．主な課業内容(要約)
1） 共同製作戦略フォーラムの企画・運営
ㅇ 日韓共同制作・協力動向に関するフォーラムの企画、登壇者招聘、現場運営、同時通訳、
ウェビナー配信等
2)　 共同製作ピッチ／ショーケースの運営
ㅇ　映像・音響などのテクニカル、現場進行・参加者対応、同時通訳等
3）　日韓1:1ビジネスマッチングの運営 
ㅇ 商談スペースの設営、現場運営、通訳、参加企業紹介冊子の制作
4）　共同製作ビジネスワークショップの運営
ㅇ 共同製作・IP協力ワークショップの企画・運営、現場運営および動画撮影・ウェビナー配信を支援 
5） ネットワーキング交流会の企画・運営
ㅇ コンテンツ産業関係者向け交流会の企画および音響・照明等のテクニカル含む現場運営 
6） 広報・ブランディング
ㅇ ロゴ・キービジュアル等の広報イメージ制作・管理、広報戦略の企画、広報物制作、写真・動画
撮影および編集
7） 会場内韓国コンテンツ企業IP展示スペースの運営
ㅇ ロビー・ラウンジ等を活用したCKL TOKYO入居企業のIP展示スペースの企画・施工・撤去
8）　フォローアップ施策
ㅇ 参加企業満足度分析および結果報告書の作成

３. 推進日程(案)

	詳細スケジュール
	推進スケジュール（月）

	· 
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12

	◦事業計画の策定及び事業者の選定
	

	- 事業計画の策定及び入札公告
	
	
	
	
	
	
	
	

	- 提案書の評価及び事業者の選定
	
	
	
	
	
	
	
	

	◦契約締結及び着手報告
	
	
	
	
	
	
	
	

	◦事業の遂行及び管理
	

	- イベント制作・運営
	
	
	
	
	
	
	
	

	- 参加者満足度調査等、イベント終了後業務
	
	
	
	
	
	
	
	

	◦結果報告
	
	
	
	
	
	
	
	

	※上記の推進スケジュールは、今後KOCCAと選定事業者との協議により変更となる可能性あり。




	Ⅱ
	提案要請詳細内容


1. 提案要請内容及び業務委託の範囲
※ 本業務の推進に向けた全体的な構成及び運営方案を提示するものとし、詳細は発注者と協議のうえ決定する。
※ 代行会社の業務範囲の詳細内容は、最終契約締結（協議）時に下記内容から調整される場合がある。

	ア．主な課業内容
① 共同製作戦略フォーラムの企画・運営
ㅇ 日韓コンテンツ産業における共同製作や協力状況の最新動向をテーマとするフォーラムの企画・運営
ㅇ 登壇者招聘、スケジュールおよび関連調整業務
ㅇ セッション構成、進行管理および現場運営（受付、参加者対応、会場管理等）
ㅇ 発表資料など資料集等の制作支援
ㅇ 同時通訳、通訳ブースおよび関連機材の設営・運営
ㅇ フォーラム終了後の質疑応答およびネットワーキング時間の運営支援
ㅇ 現場スタッフ配置および運営マニュアルの策定
	区分
	テーマ案(案)

	セッション１
	日韓両国の協力拡大に向けた政策支援及び方向性

	セッション２
	日韓協力のトレンドと変化の様相

	セッション３
	協業事例トークセッション


※ 上記テーマ（案）は参照用としての現状の企画であり、テーマ案に関してはご提案も可能です。
最終的なテーマの確定および登壇者招聘についてはKOCCAと協議のうえ進めるものとします。
② 共同製作ピッチ／ショーケースの運営
　　　ㅇ ピッチング会場内のテクニカル運営支援（発表映像制作、プロジェクター・スクリーン・音響等の機材運営）
ㅇ ピッチング参加企業の事前資料取りまとめおよび発表資料の制作・管理
ㅇ 現場進行および参加者対応
ㅇ ピッチ関連運営資料（進行台本、参加者用ディレクトリ等）の制作
ㅇ 参加者への食事等ケータリング提供
ㅇ 同時通訳、通訳ブースおよび関連機材の設置・運営
※ ピッチプログラムの企画は入居企業支援プログラム担当社が主管し、イベントの円滑な進行の
ための空間・施設・運営環境整備に関する一切の業務を対象とします。
※ ピッチングプログラムはKOCCAおよび関係機関間の協議により構成が変更される場合があり、その際は
進行過程でKOCCAと協議のうえ最終的に進めるものとします。
③ 日韓1:1ビジネスマッチングの運営
ㅇ ビズマッチング商談スペースの設営（商談テーブル、間仕切り、案内サイン等）
ㅇ 参加企業登録・受付および現場運営管理
ㅇ マッチングスケジュールおよびビズマッチングテーブルの運営管理
ㅇ 商談記録票のフォーマットデザインおよび商談実績の取りまとめ
ㅇ 通訳人材の招致および参加企業への通訳支援
ㅇ 参加企業ディレクトリのデザイン・制作
ㅇ ケータリング等、会場内飲食提供対応
※ ビジネスマッチングプログラムの企画・制作・運営は入居企業支援プログラム担当社が主管し、イベントの円滑な進行の
ための空間・施設・運営環境整備に関する一切の業務を対象とします。
④ 日韓共同製作ビジネスワークショップの運営
ㅇ 共同制作・IP協力に関するワークショップの現場運営および参加者対応
ㅇ ワークショップ関連制作物（資料集、案内資料等）の制作
ㅇ ムービー撮影またはウェビナー配信支援（機材設置およびテクニカル運営含む）
ㅇ 同時通訳、通訳ブースおよび関連機材の設置・運営
ㅇ 個別商談に関する別途商談環境の整備およびスケジュール管理支援
	コンテンツ①：ワークショップセッション
	コンテンツ②：個別商談会

	セッション１
	共同制作における契約スキーム及びIP権利配分
（企画は韓国知識財産保護院日本IPセンター担当）
	別途商談テーブルの運営
（韓国コンテンツ企業 共同制作 ビジネス商談会）

	セッション２
	製作委員会の構造と収益配分 
（入居企業支援プログラム運営社担当）
	

	セッション３
	追加ワークショップセッション
	

	備考
	ワークショップおよび個別商談会は同時開催


· 追加ワークショップセッションのテーマはご提案ください。
· 全ワークショップセッションのテーマ確定および登壇者招聘等については主催機関と協議のうえ進めるものとします。
⑤ ネットワーキング交流会の企画・運営
ㅇ 日韓コンテンツ産業関係者間の交流会の企画・運営
ㅇ 招待者および参加者の管理（招待状送付、RSVP管理、名簿管理等）
ㅇ イベント進行台本作成、音響・照明等のテクニカルを含めた進行関連業務
ㅇ 日韓両国の文化的要素を反映した交流空間の演出
ㅇ 参加者間のネットワーキングを促進するレクリエーションおよびサブイベントの企画・運営
ㅇ ケータリング提供を含む現場運営(現場スタッフ配置計画等の策定、スタッフ手配等)
※ 交流空間の演出およびサブイベントの構成については、イベントの目的に沿った範囲で日韓両国の文化的要素を
考慮した具体的な運営方針をご提案ください（例：日韓音楽ミックスDJ招致等）
⑥ 広報・ブランディング
　ㅇ イベント全体の趣旨を明確に示し、今後継続的に活用可能なロゴの企画・制作
ㅇ イベントキービジュアルおよび各種広報物のデザイン制作、関連制作物・配布物等のクリエイティブ統括
ㅇ バナー、案内物等、会場内空間演出およびデザイン設計
ㅇ プレスリリース、EDM等の広報資料の制作・配布およびSNS用広報コンテンツの制作
ㅇ イベントのスチール・ムービー撮影
ㅇ イベント全体スケッチ映像および主要プログラム（セミナー・フォーラム等）の映像編集　※日韓字幕作業含む
⑦ 会場内韓国コンテンツ企業IP展示スペースの運営
ㅇ ロビーおよびラウンジスペースを活用したCKL TOKYO入居企業IP展示スペースの企画・設計・施工
ㅇ 展示用什器、棚、パネル等の制作・設置（モニター、映像機材の活用含む）
ㅇ 受付デスク、ラウンジ、休憩スペース等、会場全体の空間デザイン・設営
ㅇ 参加者バッジの制作およびノベルティの準備
ㅇ イベント終了後の展示物撤去および原状回復対応
⑧ フォローアップ施策
ㅇ ビジネスウィーク終了後の参加企業間フォローアップ協力支援方策の企画
ㅇ 参加企業・参加者を対象とした満足度調査の設計・実施・分析
ㅇ ビジネスマッチングおよび商談実績のrawデータの取りまとめ・整理
ㅇ 結果報告書および関連資料の作成・提出



イ．プロジェクト運営管理
	区分
	詳細内容

	人員体制及び運営
	総括PM 1名、実務担当者３名以上で構成
総括PMは5年以上の実務経験を有する者、またはこれに準ずる者
※ 参加人員の参画率は最低30％以上とすること
参画率：個人の業務量のうち本業務が占める割合



2. 課業報告及び成果物の提出
ア.　　課業報告
	区分
	日程
	内容

	着手報告
	契約締結後14日以内
	・業務別の推進計画の報告

	週次報告
	毎週
	・業務推進状況及びスケジュール計画の報告

	中間報告
	協議により決定
	・業務別の進捗状況の報告

	最終報告
	契約終了後14日以内
	・業務別の実施結果の報告

	随時報告
	随時
	・業務別の各種状況及び協議事項等の報告



イ.　　成果物の提出
	成果物
	形式
	数量

	事業遂行計画書、着手報告書、中間報告書、最終報告書
	ファイル
	各1部

	週次報告書
	ファイル
	週 各1部

	イベント企画・運営関連成果物（写真、映像、デザイン等）
	ファイル
	一式

	参加企業ビジネスマッチング商談・契約実績 
rawデータおよびフォローアップ関連資料
	ファイル
	一式

	業務委託の精算内訳書
	ファイル
	1部



３. 参考事項
　　ア. 　 日韓コンテンツ共創ウィーク 2026 概要
ㅇ イベント名： 日韓コンテンツ共創ウィーク 2026　(2026 한・일 콘텐츠 공동제작 위크)
ㅇ 開催期間： 2026年9月1日（火）～9月4日（金） 
ㅇ イベントプログラム日程(案):
	日程
	9/1(火)
	9/2(水)
	9/3(木)
	9/4(金)

	午前
	
	入居企業ピッチ①
	入居企業ピッチ②
	

	午後
	共同製作
戦略フォーラム
	日韓1:1
ビジネスマッチング
	日韓1:1
ビジネスマッチング
	日韓共同製作
ビジネスワークショップ

	
	ネットワーキング交流会
	
	
	


· 上記スケジュールは（案）であり、変更の可能性があります。最終スケジュールは契約締結後KOCCAと協議のうえ確定します。
ㅇ 開催場所： CKL TOKYO（東京都港区虎ノ門）

イ．推進目標
ㅇ （定量的目標）
- 日韓1:1ビジネスマッチング商談件数 100件以上達成
- イベント終了後のフォローアップ面談等、共同製作成功モデル 4件以上達成
- 参加者満足度調査結果 平均4.0/5.0点以上
ㅇ （定性的目標）
- 日韓コンテンツ企業間の共同制作分野における代表的なビジネスプラットフォームとしての定着
- CKL TOKYO入居企業の日本現地ビジネスネットワークの拡大
4．その他の案内事項
ア． 技術評価実施時には、必ず総括責任者（PM）が発表。
イ． 提案依頼書に示されていない事項であっても、予算の範囲内において効果的な事業推進のために必要と判断される
場合は、自由に変更して提案可能。
ウ． 本事業を通じて取得した個人情報は厳重に管理しなければならない。また、役務及び事業遂行中に取得した個人
情報の一切は、契約終了後に廃棄必須。
　　　- 個人情報に関する内容は、受託事業者選定後、双方協議の上で修正・補完が可能な場合があります。
エ． 業務遂行中、KOCCAの重要な事由により業務内容の追加、変更又は削除が生じた場合、提案社は予算の範囲
内で最大限協力しなければなりません。


	Ⅲ
	提案書の作成要領


1. 提案書目次
	目次
	作成要領
	備考

	Ⅰ. 提案概要

	1．事業目標及び範囲
	・提案依頼内容を明確に理解し、本業務に対する目標及び範囲を体系的に記載すること。
	

	2．提案内容の特徴及び差別性
	・提案内容の特長及び他機関との差別化ポイントを明確に記載すること。
	

	Ⅱ．事業遂行部門

	1．事業遂行体制
	・本業務を円滑に遂行するための組織構成及び運営方法について記述すること。
	

	2．事業遂行方法
	・日韓コンテンツ共創ウィーク 2026に関して、提供内容及び具体的な実施方法・運用方策について記述すること。
	

	Ⅲ．事業管理部門

	1．事業管理
	・事業運営方法及び日程計画を具体的に記載すること。
	

	2．実施計画（予算内執行比率）
	・本業務を効果的に推進するための実施計画を記載すること。
（※金額記載禁止、比率のみ記載）
	項目
	内容
	予算内執行比率

	人件費
	参加人員人件費
	0%

	イベント会場およびプログラム運営関連費
	会場空間演出・施工、プログラム運営、ケータリング等
	0%

	広報およびブランディング
関連費
	　ロゴ・キービジュアル制作、広報物・映像制作等
	0%

	その他運営費
	消耗品、出張費、会議費等
	0%

	小計
	

	利潤（10%）
	

	小計+利潤
	

	消費税（10%）
	

	合計金額
	100％



	

	3．安全管理
	・安全保健計画書に基づく安全保健管理体系について記載
・安全保健活動および教育等の実施内容について記載
・安全保健運営管理システムの保有状況について記載
	

	Ⅳ．別紙様式
	・別紙第1号～別紙第13号（証憑資料を含む）
	


2. 提案書作成指針
· 提案書は原本1部、業者情報削除版本1部を提出しなければなりません。
- 業者情報削除版では提案業者を特定できる部分は削除してください。
- 提出された提案書の編集ミス、漏れなどによる評価の不利益に対する責任は提案業者にありますのでご注意ください。
· 提案書は必ず15ページ以内で作成し、次の事項を中心に記述してください。
- 提案会社が推進しようとする主要事項
- 本事業を成功させるための提案業者の事業管理方針
· 提案書は、下記様式に準拠して作成してください。なお、文書下部には必ずページ番号を付してください。（ハングル、Word、PowerPointの使用可） 
· 提案書は韓国語又は日本語で作成しなければならず、 英語略語を使用する場合は略語の説明を記述してください。
· 提案書にはイベントロゴデザイン、キービジュアル画像、会場空間構成等、全体的なデザイン方向性を具体的に確認できる内容を含めてください。
· 提案書の内容は明確な用語を使用して表現し、「~しうる」、「~の可能性がある」、「~を考慮している」などの曖昧な表現は提案書の評価時に不可能な事項とみなされますのでご注意ください。
· 情報システムの構築または施設構築など技術的な説明資料が必要な場合には、別添資料を提出することができます。
· 別紙は、必ず指定された様式に従って作成してください。

3. 提案書の効力
· 提出された提案書の内容は、韓国コンテンツ振興院が要請しない限り変更することはできず、遂行機関として選定する際に契約条件とみなされます。
· 韓国コンテンツ振興院は、必要に応じて提案者に追加提案や追加資料を要請することができ、これによって提出された資料は提案書と同じ効力を持つこととなります。


	Ⅳ
	落札者の選定及び評価


1. 選定方法
ア.  基本方針 
· 客観的かつ公正な基準と手続きを適用し、同事業を効率的に遂行するための最適な遂行機関を選定することが基本方針です。
イ.　 適用規定
· 韓国コンテンツ振興院契約事務処理規則、韓国の「国家を当事者とする契約に関する法律」及び 財政経済部 「（契約例規） 交渉による契約締結基準 」等を根拠とします。
ウ.　選定手順
	入札公告
	[image: ]
	提案書
受付締切
	[image: ]
	技術評価及び価格評価 (振興院)
	[image: ]
	優先交渉権者及び交渉順位の決定
	[image: ]
	交渉実施
	[image: ]
	契約締結

	
	
	
	
	1段階
	
	2段階
	
	3段階
	
	



1) 1段階 : 提案書の評価 [技術+価格]
· 技術評価 (90点)
- 振興院で評価委員会を構成(5人以内)し、評価基準に基づき提案書を評価(書類評価、発表評価及び質疑応答)します。
- 評価点数の集計は、最高点及び最低点を除いた残りの点数の平均で算定します。（評価点数の単位を小数第二位まで。第三位以下は切り捨て）
· 価格評価 (10点)
- 交渉による契約締結基準に明示された価格算出方式に従います。
2) 2段階 : 優先交渉権者及び交渉順位の決定
· 技術評価点が技術評価配点上限の85％以上の者を優先交渉権者として選定します。
· 交渉順位は、総合点数（技術評価点＋価格評価点）の高得点順に決定します。
* 振興院退職者（退職後3年以内）が役員等として在職している場合は、総合点数から10点を減点します。また、評価委員への
　　事前接触が確認された場合も、総合点数から10点を減点します（両方に該当する場合は、それぞれ適用します）。
* 合算点数が同一の提案者が2者以上ある場合は、技術評価点が高い提案者を上位とします。なお、技術評価点も同一の場合は、
配点の高い評価項目において高得点を得た者を上位とします。
3) 3段階 : 交渉実施
· 最優先交渉対象者と交渉を行い、交渉が成立した場合は、次順位者との交渉は実施しません。
· 交渉が成立しない場合は、同一の基準及び手続に従い、次順位の優先交渉権者と交渉を実施します。
2. 評価項目
	評価項目
	評価内容の詳細
	配点

	遂行機関の専門性(15)
	提案業者が本事業を遂行するための専門性を備えているか？
	15点

	
	· 本事業を遂行するための専門人材及び管理体制を確保しているか。 
· 当該事業に関する専門知識を有しているか。 
	

	事業理解度(25)
	事業の目的及び趣旨を正確に理解しているか。
	25点

	
	· KOCCA東京ビジネスセンターの活動について理解しているか。
· 本事業で求められる事業目的に適した目標を提案しているか。
· 事業の推進方向を具体的に提示しているか。
	

	事業遂行能力
(25)
	事業遂行のために提示された計画が具体的かつ実現可能であるか。
	25点

	
	· 事業計画が具体的かつ実現可能であるか。
· 事業遂行のための組織及び支援体制が適切に提示されているか。
· 業務を分析・評価し、 新たな提案をするための改善点と戦略を提示しているか。
	

	[bookmark: _Hlk130809314]事業管理方針
(15)
	提案内容を適切に管理するための方策を備えているか。
	15点

	
	· 事業の推進スケジュール及び予算執行計画が合理的に提示されているか。
· 本事業のための投入人員が適切に編成されているか。
· 本事業に関連するリスク要因に対する危機管理対策が適切に提示されているか。
	

	安全管理方針
(10)
	事業遂行時（作業前・中・後）の安全管理対策が適切か。
	10点

	
	· *安全管理責任者の選任および配置が適切か。
· イベント前後の危険作業（重量物運搬作業、火気作業、高所作業等）およびイベント中の群衆密集事故等に関する安全対策の策定が適切か。
·  緊急事態発生に備えた安全対策（救急薬品の備置、緊急連絡網の構築、感染症予防）の策定が適切か。
	

	小計
	90点

	価格評価
(10)
	· 入札価格の評定算式に基づき算定
	10点

	合計
	100点


*安全管理責任者：イベント業務参与人員のうち、代表者およびPMを除く実務責任者人員の中から安全管理業務を遂行できる者（1名以上）

	Ⅴ
	別紙書式




	書式番号
	書式名

	別紙第１号書式
	提案書表紙

	別紙第２号書式
	一般現況及び沿革

	別紙第3号書式
	参加人員現況総括表

	別紙第４号書式
	参加人員経歴事項

	別紙第８号書式
	個人情報収集・利用・提供同意書

	別紙第9号書式
	業務委託参加確認書及び報酬支給確約書

	別紙第10号書式
	韓国コンテンツ振興院退職者の役員等在職有無確認書

	別紙第13号書式
	安全管理方針の策定


※ ご提出いただいた文書が事実と異なる場合、事業者の選定が無効となります。


【 別紙第1号書式 】

提案書表紙


	「 日韓コンテンツ共創ウィーク 2026 開催 
業務委託 」 提案書











【 別紙第2号書式 】
一般現況及び沿革
	会社名
	⁂
	代表者
	⁂

	事業分野
	
	事業者番号
	⁂

	住所
	⁂

	電話番号
	⁂
	FAX
	⁂

	該当部門従事期間
	　　 　年　　　	月　～ 　　　年　　 　月 (　年　カ月)

	主要沿革(業者情報削除版作成時、関連会社の業務遂行内訳等、提案業者が特定できる項目を全て削除)



※ 「⁂」表示の項目は業者情報削除版作成時は空欄にしてください。
【 別紙第3号書式 】

参加人員の現況総括表 
(提出日基準)
	番号
	氏名
	担当業務
	該当分野
勤務歴
	本業務 参加期間
	参加率
	備考

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	



	作成要領
	※ 作成要領は提出時に削除してください

	※ 本業務委託に投入する全人員（採用予定人員含む）について記載してください。
* 採用予定人員については現時点で確認できる範囲で情報を記載してください。
※ PM（課題責任者）は最上段に記載し、担当業務欄に「PM（課題責任者）」と記載してください。
※ 参加率は参加期間の月別参加率の平均で記載してください。
* 参加率は月別に管理し、本業務委託と他の業務委託を含めて月別参加率は100%を超えることはできません。
* 最終契約締結時、本業務委託の月別参加率は最低30%以上（不参加月は0%として算定可）
※ 提出内容が虚偽・誇大（月別参加率100%超過等）と判明した場合、審査除外・落札取消・契約解除・解除および国家契約法に準じて不正当業者として入札参加が制限される場合があります。
※ 提案書提出時、「参加人員および利害関係者リスト」Excelファイルに代表者、責任者（PM）、参加人員情報を別途入力する必要があります。追加情報（生年月日、性別等）の記載も必要となるため、事前確認および事前準備を要します。
*　公示文よりExcel様式をダウンロードのうえ、一括登録または個別入力する方式です
*　当該情報は、提案者と利害関係のある者が評価委員として選定されないよう確認する目的で活用され、誤った情報を記載したことにより利害関係者が評価委員として参加した場合、不利益が生じる可能性があります。



【 別紙第4号書式 】
参加人員の履歴事項

	氏名
	
	所属
	
	役職
	
	年齢
	

	学歴
	大学　　　　専攻
	該当分野での勤務歴
	

	
	大学院　　　専攻
	資格証
	

	本業務における担当業務
	
	本業務 
参加期間
	
	本業務 
参加率（平均）
	%



	経歴

	事業名
	参加期間
(年　月～年　月)
	担当業務
	発注先
	参加率(%)
	備考

	




	
	
	
	
	



	作成要領
	※ 作成要領は提出時に削除してください

	※ 入札時点を基準として、本業務に投入予定の全人材（採用予定人材を含む）について、各人員別に作成してください。 
* 採用予定人員については現時点で確認できる範囲で情報を記載してください。
※ 「経歴」項目は、過去に遂行した事業のうち類似分野の代表的な事業を中心に記載し、現在遂行中の事業については漏れなくすべてご記載ください（遂行専門性確認および月別参加率100％超過有無確認のため）。
※ 書類内容に虚偽・誇張（投入人材の月別参加率100％超過等）があることが判明した場合、審査対象から除外し、契約を解除する場合があります。また、「国家を当事者とする契約に関する法律」施行令第76条および施行規則別表2［不正当業者の入札参加資格制限基準］に準じ、不正当業者として入札参加が制限される場合があります。
※ 本入札における業務参加率は、月別参加率の平均値でご記載ください。
※ 最終契約締結時、月別参加率は最低30％以上としてください。（未参加月は0％として算定）





【 別紙第８号書式 】

	個人情報収集・利用・提供同意書 

	所属機関
	氏名
	役職
	同意の有無
	署名

	
	
	
	□ 同意/□ 同意しない
	

	
	
	
	□ 同意/□ 同意しない
	

	
	
	
	□ 同意/□ 同意しない
	

	
	
	
	□ 同意/□ 同意しない
	

	
	
	
	□ 同意/□ 同意しない
	

	※ 本業務に参加する人員は全員署名してください。

本人は、韓国コンテンツ振興院（以下「振興院」という）の「日韓コンテンツ共創ウィーク 2026 開催 業務委託」の入札に関連して、以下のとおり本人の個人情報の収集・利用・提供に同意します。
ア．収集・利用・提供の目的
- 振興院が実施する「日韓コンテンツ共創ウィーク 2026 開催 業務委託」の入札参加に伴う入札書類（別紙第1号書式〜別紙第9号書式）確認のために最小限の情報を収集するために活用します。
イ．収集・利用・提供する個人情報の項目
- 代表者の氏名、電子メールアドレス、電話番号、勤務先住所、学歴、経歴、銀行名／口座番号、携帯電話番号等
- 参加人員の氏名、所属／役職、年齢、学歴、経歴等
- 入札参加申請提出者の氏名、職位、電話番号、電子メールアドレス等
ウ．個人情報の保有及び利用・提供期間
- 本同意書作成時から、当該入札参加書類管理のための保有期間まで（10年間）
エ．同意を拒否する権利及び拒否による不利益
‐　本人は、上記個人情報の収集について拒否する権利を有していることを認識しています。
拒否した場合の不利益：契約締結対象から除外
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年  　月 　　日

韓国コンテンツ振興院長貴下



【　別紙第9号書式 】
業務委託参加確認書及び報酬支給確約書 
	公告名
	日韓コンテンツ共創ウィーク 2026 運営 業務委託

	

	契約主体
	会社名
	

	
	フリーランス情報
	氏名
	
	連絡先
	000－0000－0000

	
	
	
	
	メールアドレス
	

	
	
	参加期間
	0000年00月00日 ～ 0000年00月00日（0.0か月）

	
	
	約定報酬
	（例）月額 30万円又は 総額 １００万円

	本業務における担当（参加）業務内容
	本業務遂行に関連するフリーランスの担当（参加）業務を記載

	上記の内容に相違ないことを確認します。

年　　月　　日



	株式会社 ㅇㅇㅇㅇㅇㅇ
	
	（所属名又は個人名）

	代表取締役　ㅇㅇㅇ　（印）
	
	ㅇㅇㅇ　（印）

	
	



	作成要領
	※ 作成要領は提出時に削除してください

	当院では、業務委託における ▲人員投入の信頼性確保（虚偽人員投入の防止）及び ▲人件費支給の透明性確保（賃金未払い防止等）のため、提案社所属人員以外の外部人員（フリーランス、雇用承継対象者等）について、「業務委託参加確認書及び報酬支給確約書」の提出を求めています。
1．提出方法
‣ 提案書提出日現在、提案社所属ではない外部人員（フリーランス、雇用承継対象者等）が存在する場合は、本様式を作成のうえ提出すること。
2．必須遵守事項
‣ 参加期間は、本業務契約期間（発注者と会社間で締結された全体履行期間）内において、実務遂行のために投入される期間を記載すること。
‣ 約定報酬は、本業務予算内で執行予定の金額基準により記載すること（総額又は月額報酬で記載）。
3．留意事項
‣ 本様式は、今後の交渉及び契約締結結果に基づき確定した条件で再作成のうえ、再提出しなければならない。
‣ 人員の不正使用等、虚偽書類の提出に伴うすべての責任は提案社にあり、提出内容が虚偽又は誇張であると判明した場合は、審査除外、落札取消し、契約解除・解約及び入札参加資格制限等の措置を講じることがある。



【　別紙第10号書式 】
韓国コンテンツ振興院退職者の役員等在職有無確認書
	退職後3年以内の韓国コンテンツ振興院退職者が役員等として在職しているか否か
	該当あり（　）/ 該当なし（　）

	

	※ 役員等の詳細基準

	ㅇ 入札公告日から3年以内に韓国コンテンツ振興院を退職した者が、
▲代表取締役、▲取締役（非常勤を含む）、▲監査役（非常勤を含む）又は ▲韓国の商法第401条の2第1項に該当する者として在職している場合

	韓国の商法第401条の2（業務執行指示者等の責任）① 次の各号のいずれかに該当する者は、その指示又は執行した業務について、第399条、第401条及び第403条の適用において、これを取締役とみなす。
1．会社に対する自己の影響力を利用して、取締役に業務執行を指示した者
2．取締役の名義で直接業務を執行した者
3．取締役でないにもかかわらず、名誉会長、会長、社長、副社長、専務、常務、取締役その他会社の業務を執行する権限があると認められる名称を使用して会社の業務を執行した者

	※ 「該当あり」の場合に限り記載

	氏名
	現所属
	備考

	
	会社名
	役職
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	





基準に該当する者がいる場合、入札公告に基づく減点措置に同意します。また、提出内容が事実と異なる場合（縮小又は漏れを含む）には、入札無効、落札取消し、契約解除・解約及び入札参加資格制限等の不利益措置について、いかなる異議も申し立てないことを確約し、本確認書を提出します。

　　　年　　月　　日

会 社 名：ㅇㅇㅇ              代 表 者：ㅇㅇㅇ　（印）

韓国コンテンツ振興院長貴下

【　別紙第13号書式 】
安全管理方案樹立

1. 安全管理責任者の配置
	番号
	役職
	氏名
	担当業務
	該当（イベント）
勤務歴
	参加率
	備考

	
	
	
	安全管理責任者
	
	
	


※安全管理責任者は代表者とPM以外の人員で別途配置すること

2. イベント前後の危険作業(重量物運搬作業、火気作業、告訴作業など)及びイベント中の人出密集事故などに関する安全対策を樹立
	(例)
イベント前後の危険作業安全対策
☞重量物運搬安全管理対策樹立
 - 重量運搬作業前の重量物取扱運搬作業に関する安全教育の実施
 - 重量物を運搬し、又は取り扱う場合には、荷役運搬機械（フォークリフト）及び運搬用具の使用 
 - 重量物取扱場所へのアクセス制御措置の確認(誘導者の配置、アクセス禁止表示など)

☞火気作業時の安全管理対策樹立
 - 火気作業、電話機作業に関する安全教育の実施
 - 火災発生時に直ちに措置できる監視者の配置、消火器の備え付けなど
 - 火気作業時の火の粉を防ぐ火の粉防止布使用及び保安面、保安ゴーグルなどの個人保護具を着用

☞高所作業時の安全管理対策樹立
 - 作業前の高所作業に関する安全教育の実施 
 - 移動式はしご使用時の作業方法の樹立(2人1組の作業、滑り防止措置など)
 - 墜落の恐れがある場所で作業する時、安全帽、安全靴、シートベルトなどの保護具を着用
☞その他の危険作業安全管理対策の策定

(例)
ㅇイベント中に発生する危険事故安全対策
☞イベント中の人波密集事故に備えた最大収容人数の把握など運営管理対策樹立
☞イベント中の観覧客の混雑、迷子(行方不明)発生、テロ(暴動)などの発生に備えた運営管理対策の樹立
☞その他のイベント中に発生する可能性のある危険状況に対する安全対策



3. 緊急事態発生に備えた安全対策の樹立
- 緊急連絡網の構築
	（例１）
	※関連機関連絡先
· KOCCA TOKYO: 03-5363-4510
· 管轄警察署：03-3357-0110
· 管轄消防署：03-3357-0119
· 管轄保健所：03-3351-5161
· 管轄病院：03-3353-8111
	
	事業総括管理責任者
	
	

	
	
	ㅇㅇㅇ
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	安全管理責任者
	
	

	
	
	ㅇㅇㅇ
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- 感染症予防対策の樹立
	(例)
☞イベント会場出入りの際に発熱チェックができる体温計及び手消毒剤完備 
☞飲食予定イベントの場合、食中毒などの予防対策など
☞（該当する場合）政府防疫指針期間の場合、それに応じた予防対策など



- 救急薬品(保管箱)の完備
	(例)
☞救急薬品:胃腸薬、解熱剤、鎮痛剤、消毒薬、やけど薬、包帯、脱脂綿、絆創膏など 
  - 作業者が簡単に使用できるように、会場事務局に救急薬品1個以上設置
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